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o 主要な施策の成果

地方自治法第 233条第 4項の規定に基づき、昭和 5 0年度日野市一般会計および各特別会計におげる主要

な施策の成果について報告します。

昭和 5 1年 11月

日野市長 森 田 喜美男
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主要な施策の成果

総括

昭和 50年度は、全国的な地方財政危機問題が、前年度より、一

層深刻化した年であり、日野市もまた例外ではなかった。

こうした未曽有の財政危機に直面した当市では、

o市民ととも K、地方財政、地方自治を守る O

O徹底した重点主義をとるO

0 無駄を省き、機動性のある市役所となる。

以上を柱とし、次の施策Kついて重点的 K行なった。

1 市民生活の環境をととのえるために

よりよい市民生活のできる豊かな町づくりをめざして、毎年度、

市では生活環境の整備K力を入れてきたが、財政難Kある今年度も、

更にこれを押し進めるよう積極的な姿勢をもって以下の施策を行な

った。

下水道事業Kついては、新坂下樋管設置及び神明上都市下水路整

備など基礎的生活基盤の充実をはかった。都市計画事業については、

前年度Kひきつづき、神明上土地区画整理事業を一層推進し、また、

その進捗に併行して水道事業も同地域内への配水管新設を行なうな

ど、給水設備の整備拡充がなされた。土木事業については、下河内

1号線道路改修、豊田 22号線舗装新設をはじめとする生活道路の

整備、側溝、日野用水路他の新設、補修工事がなされた。更K市民

の憩の場である市内各所の公園の整備につとめたほか、今年度は特

に緑ク丘公園の築造を行なった。交通安全対策事業については、歩

道設置をはじめ、市内の危険個所に防護柵、道路反射鏡、区画線、

段差改良、通学路標識等の設置を行なうとともに、自転車、歩行者

専用道及び自転車専用道区画線を設け、交通事故の防止と滅少をは

かった。防災対策事業としては、防火水槽の設置を行なうほか、市

内 60ケ所に消火栓、 78ク所K消防水利標識を設置し、更K小型

動力ポンプ積載車 4台を配備するなど、消防施設の整備拡充につと

めた。また宝泉寺西側水路改修Kよる大雨時の防水、日野新坂の穫

崩れ防止のための擁壁築造用地買収及び大震災時の緊急避難用階段

の設置も行なった。このほか、環境衛生事業陀ついては、ネズミや

害虫の駆除、環境美化事業については、雑草除去、公害対策事業に

ついては公害監視、また、緑化事業としては、百木、草花の市中配

布、樹木・樹林のみどりの登録、更に、塵芥・し，来処理施設整備事

業として、ダストボックスの設置、脱水機及び消化槽加温ボイラー

の改良工事などを行なった。

2 教育と文化の発展のために

児童・生徒急増市である当市では、毎年、義務教育施設の整備と、

教育内容の充実のため、新設校の設置と増築を行なってきたが、今

年度も、第 15小学校(仮称)用地買収と校舎新築、高橋台小学校

の公団買収をはじめ、第 3、百草台の各小学校及び第 1、第 2、七

生の各中学校の増築を行ない、プレハブ教室と大規模校の解消をは

かった。また、幼児教育の充実をはかるため、第 1幼稚閣の増築と

第 6幼稚園の新設を行なった。社会教育事業としては、少年教育、

青年教育、成人教育、家庭教育として、各種教室や講習会を開設す

るととも K、神明上遺跡群、万蔵院台遺跡、豊田寺坂遺跡等の埋蔵

文化財発掘調査を行なうなど文化財保護KもっとめたO このほか、

文化事業としては、市史編さん、日野市植生調書の作成などが行な

われた。



3 市民生活 を守るために

不況とインフレの同時進行といういわゆるスタグプレーション下

で市財政は重大な極地に立たせら れたが、いうまでもなぐ、市民と

りわけ、老人、母子家庭、心身障害者、生活保護家庭の生活その他

K与えられている影響は更に、一層、深刻なものがあった。従って

市は、とうした人々、家庭に対する救済援護措置を中心K褐祉対策

事業を准進した。

社会福祉対策事業として、生活つなぎ資金の貸付、社会福祉法人

なよび社会福祉団体への助成、ポランテア活動への助成、そして、

福祉施設、高橋地区センターの建設などを行なった。母子福祉対策

事業としては、母子家庭入学祝金、母子休養ホーム利用補助、母子

世帯低所得者母親休養事業を、また、心身障害者福祉対策事業とし

て、福祉手当の支給、福祉電話の貸与及び補助、法外援護金品の支

給と各種個人負担補助などを行なうほか、生活保護者福祉対策事業

として法外援護金品の支給と保護家庭児童・生徒のリクリェーショ

ン活動などの事業を行なった。老人福祉対策事業としては、老人相

談電話の活用、ならびに福祉電話の貸与及び補助、老人ホーム入所

者への法外援護金品の支給、臥床老人見舞金支給、老人余暇活動事

業、老人健康診査、老人クラプ補助、老人健康管理手当支給、老人

医療支給等の事業を行ない老人の福祉増進vcつとめた。児童福祉対

策事業としては、百草台保育園の新設をはじめ、潤徳、なよぴ豊田学

童クラブの設置、更に高幡若草こども広場、下回こども広場、中程

久保こども広場の設置を進める一方 0歳児医療費助成などの施策を

行なった。その他、労働金庫預託金事業による労働団体への助成、

生産緑地保全奨励及び育成事業などによる農業経営者の営農意欲の

持続と奨励施策、不用品即売会や生鮮食糧品産地直送販売など忙主

る消費生活対策事業、また、産業まつり、商工展や中小企業事業資

円
ノ

ι

金融資あっせんなどの商工振興対策事業Kも力を入れた。

4 住民自治の発展のために

いう主でもなぐ、地方自治の本旨は、団体自治と 住民自治の 2つ

から成り、更に、の住民の権利の拡充、⑦:地方公共団体の自主性・

自律性の強化、(わ地方公共団体の行政の公正確保の三原則をもって

その内容とするとされる。しかしながら団体自治は、そこに住む住

民 1人 1人の健全な自治意識なくしては本来成り立ち得ないぽかり

ではなくその発漫はあり得ないっ

すなわち、住民自治の発展なぐして団体自治の発展もまたあり得

ないことは明らかである。市はこの見地から行政モニターなどによ

る積極的な市民参加の場を設けるとともに、憲法記念行事事業とし

てパネノレデイスカッションを企画するなどの行政情報提供の場をも

設けたO また、分散庁舎統合による市民サーピスの向上を目ざし新

庁舎建設事業を一層推進させた。

その他、内部努力として、計画的業務執行、機動的組織づくり、セ

クショナリズムの打破、仕事の簡素化、節約体制の樹立などの新しい

行政への志向施策なよび財政危機下になける積極的な財源確保策など

を進めた。

司E



新庁舎建設

自転車歩行者専用道新設 緑ケ丘公園新設

一五一



百草台保育園新築 高幡若草と ども広場新設

潤徳学童クラブ設置 高i幡地区センタ一新築
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高幡台小学校新築(公団買収)

第 5小学校増築

第 1中学校増築

百草台小学校増築

一5-



第 1幼稚園増築 七生中学校増築

第 6幼稚園新築

第 2中学校増築

ーも一



小構 10号線道路及び側溝新設

下宿用水路整備

下河内 1号線道路整備
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事 業 名 事業 の概要

憲 法記念行 事 パネル・デイスカッション

主題「市民のくらしを考え

ょう」

一誰でもがしあわせであ

るため K一

庁舎建設事業|第 1期工事(躯体工事)

SRO造

地下 1階地上 6階

延床面積 1 2，2 9 1 d 

市史編さん事業|市史史料の収集及び編さん

交通安全対策事業|交通安全施設整備

歩道設置 648祝

防護柵設置 136m 

通学路標識 39本

区画線設置 5，7 5 6m 

道路反射鏡設置 26基

歩道段差改良 3 8ケ所

自転車専用区画線 1，843m

自転車指背専用道 634m 

事 業 費

69，000 

7 4 5， 8 9 1， 0 0 0 

5，37 6，1 4 0 

ろス 890，000 

財源内訳

国庫補助金

1ス36 6，66 6 

都補助金

4，5 6 2，6 6 5 

一般財源

1 5，96 0.6 6 9 

-9一

円

成 果

約 80名の市民の参加を得て、 熱気の こもる話し合いをくり広げた。

集会では、市民生活に深〈 関わる 7つの分野で運動を進めている 8人

がそれぞれの運動の現状と問題点を報告し、それを基K参加者全員が

加わっーて討論を行い、最後K申し合わせを確認して終 った。 講演 と違

い、参加者が相互に学びあうこの形式は予想以上に好評で共感をよん

だ。

市民サーピスの向上のため、分散している各庁舎の統合を図り、合

せて職員の職場環境の改善を期 し、新庁舎建設K着手した。

第 1期(糎体)工事の竣工は、昭和 51年 11月の予定である。

前年度K引続き、市史史料の収集を重点とした。市内 26所蔵家の

古文書ス 720点の調査を完了し、このうち市の発展経過を知るうえ

で貴重なる古文書をマイクロフイノレム 42巻に撮影記録した。なな、

市外Kある日野の事跡、を調査のため、東北及び北海道に調査員を派遣

し、更に伝承的民俗資料の収集作業と、とりまとめ執筆に着手した。

小構 10号線、補助 17号線の歩道設置工事をはじめ、危険個所 K

防護柵、道路反射鏡、区画線、段差改良、通学路標識等を設置し、交

通事故の減少、防止につとめた。

特に本年度は、新しく自転車利用者及び歩行者のため忙自転車歩行

者専用道及び自転車専用区画線を設置した。



事 業 名

昭和 50年国勢調査

(指定統計第 1号)

事 業 の 概 要

都市交通災害共済組合加入

(公費負担分)

小中学校児童生徒'

1ス280人

7 0才以上老人 3， 1 9 9人

生活保護者 4 2 1人

母子家庭 397人

身体障害者 702人

精神薄弱者 6 0人

消防団員 490人

言十 2 2，5 4 9人

昭和 50年 10月 1日午前

零時現在で、人口の実態を

は握して、各種行政施策そ

の他の基礎資料を得るため

の調査を実施したO

事業費 成 果

円 | 昨年度K引続き、都市交通災害共済組合K、全額市費負担により加

5，89 2，55 0 I入し、交通災害時の救済に備えた。

1 5，72呪078 I 日野市の調査区数 763 (一般調査区数 723、特別調査区数 40)

を、調査員 746名、指導員 51名、でもって調査を実施した。

-1 0ー

市で集計した概数

人口総数………人口総数 12 6，7 5 4人とはじめて 10万台の市と

なり、前回の 45年とぐらべ実数で 28，1 9 7入、比率で 28.6 1 

%の土普力日となる。

男女別人口………男 6 5，1 0 3人、 女 6 1， 6 5 1人と男が

3，452人多〈、性比は女 10 0 vc対し、男 10 5.6人と高い。

人口密度・・・…… 1平方キロメートル当り 4，656人と、前回の

4 5年より 661人多ぐなり、過密化が一層進行している。

世帯数……… 3ス693世帯と、前回の 45年より

1 0， 1 8 3世帯増加し、 1世帯当りの人口は 3.3 6人となり調

査ごとに減少している。

地区別人口…・・・…南部地区(浅川以南)の人口増加率 55.4 79ら

は北部地区 15.9 0 %の 3.5倍にあたる急激な人口増加があった。
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事業名 事 業の概要 事業 費 成 果

社会福祉対策 事 業 |地区センターの建設
円

8，1 0 0，0 0 0 本年度は、自治会、老人クラブ、子供会等地域住民の交流並びK文

化、教養の向上等諸活動の場として、〆高幡地区センタ コを建設し、地
."-._一一_----

域住民の福祉向上をはかった。

生活つなぎ資金の貸付

貸付件数 5 5件

2，3 4 5，0 0 0 I 一時的K生活資金の必要性を生じた市民に対し、資金を貸付け、市

民の生活水準の確保に寄与した。

社会福祉法人なよび社会福

祉団体助成

4，7 3 8，0 0 0 I 社会福祉事業法に基づき、市民を対象とした社会福祉事業を経営す

る社会福祉法人なよび福祉を目的とした福利厚生団体に対し、資金の

助成をすること Kよって社会福祉の増進と各団体の育成をはかった。

ポランテイア活動助成 2，1 5 0，0 0 0 自社協で行う福祉関係ポランテイア事業に対し、人件費、事業費、

等を助成し、活動の円滑化をはかった。

母子福祉対策事業 |母子家庭入学祝金

母子休養ホーム利用補助

母子世帯低所得者母親休養

事業

2 4 0，0 0 0 母子家庭の児童・生徒が小学佼に入学、中学校医進学した際、市よ

1 3，6 1 0 I り入学祝金を贈り、母子家庭の福祉増進につとめた。また、母子休養

ホームの利用を容易にするため交通費補助を行った。

3 7 5，0 0 0 I さら K母親休養事業(ママ休)の実施により、リクリェー γ ョンの

機会と交流の場を持つなどし、母子家庭の福祉増進をはかった。

心身障害者福祉手当 3 0， 4 5 5， 0 0 0 I 1級(脳性麻庫、筋ジストロフィーを含む)から 4級の身体障害者

及び 1度から 4[哀の精神薄弱者、また今年より難病患者を加え、心身

障害者福祉手当を支給し、障害者の福祉増進につとめた。

(身障 1級-....2級、精薄 1度.........3度は都の制度併用)

事策対祉福者宝ロ障身心

業

障害者福祉電，話の貸与と補

助

2 9ス072 I 重変の心身障害者陀対し、障害者福祉電話を貸与し、安否の確認や

各種の相談K応じ、障害者の生活安定と福祉の向上をはかった。

! また 今年より個人の既存電話附する補助制度を採用し、貸与者!

との不公平を解消した。 ! 

'v 

2 
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事業 名 事業の概要

法外援護金品の支給と各種

個人負担補助

老人福祉対策事業 |老人相談電話の活用及び福

祉電話貸与並びK補助

法外援護金品の支給

敬老金

対象者 3，1 5 2人

敬老大 会

臥床老人見舞金

対象者 1 7 3人

事 業 費 成 果

円 | 施設に入所している心身障害者K対し、夏期・冬期の 2回、見舞金

81 1， 281 I品を贈り慰問した。

また、身障者用特殊車ガソリン代補助、自動車改造助成、判定料補

助、 盲人用老人用の安全杖の支給等 Vてより個人負担の解消と心身障

害者の福祉増進Kつとめた。

2，6 5 8，2 2 5 I 老人相談電話の活用及び福祉電話の貸与を行ない、ひとり暮し老人

7 1 0，0 0 0 

等の孤独をなぐさめ、各種相談に応じ、安否の確認を行なうととも K

関係機関の協力を得て各種サーピスを提供した。

また、今年も個人の既存電話K対する補助を行い貸与者との不公平

を解消した。

老人ホーム入所者K対し、夏期・冬期の 2回見舞金及び衣類等を贈

り慰問した。

1 5， 7 6 0， 0 0 0 I 多年Kわたり社会の発展に寄与してきた 7 0才以上の老人代対し、

3，9 7 0，3 5 0 

長寿をな祝いし敬老の意を表して敬老金を支給し、敬老精神の普及K

つとめた。

~ 0才以上の老人を対象者とし、老人を敬い老人福祉に関する市民

の理解と関心を深めるために、敬老大会を第二中学校体育館K於いて

|午 前と午いけ 2.6 5 0人の参加者協盛大K開催したo

8 6 5，0 0 0 I 6 5才以上で 5ヶ月以上居宅Kねたきりの老人を養護している者に

見舞金を支給し、本人及び養護者を激励した。

-1 2一



事業名 事 業の概要

老人余暇活動事業

活動参加者 32 6人(延)

老人健康診査

受診者数 1， 429人

老人クラプ

クラフ.数 3 2クラブ

事 業 費 成 果

円

5，9 6ス450 I 6 0才以上の老人を対象者 とし、 市有施設等に於い て軽易な活動を

3，1 7 4，8 4 1 

行うこと により 、老人の社会 、地域へ の奉仕活動、余暇活動、健康保

持等老人の生きがいのあ る老後の福祉の増進につ とめた。

6 5才以上の老人を対象者 とし、老人の病気の早期発見及び早期治

療を通じて、健康の維持増進につとめた。

8，3 3 3，8 0 0 I 地域の老人が老後の生活を健全で豊かKするため 、クラブを自 主的

に組織 し教養の向上、 健康の増進及びレクリ ェション等活発な活動を

会員数 2，6 7 5人 I I行っている が、これに補助金を交付し老人福祉の増進Kつとめた。

健康管理 手当 I 1 8， 8 1 2，5 0 0 I 7 0才以上の老人K前期 、後期K分け健康管理手当を支給 し、心身

対象者 6，445人(延)

老 人 医療

助成件数 2矢799件

老人理容、美容券

発行枚数 1ヌ227枚

老人福 祉 手 当

対 象 者 933人(延)

敬老居室建築資金貸付

貸付件数 5件

1 2ス77 3，3 8 1 

1 8，0 4 0，9 0 0 

5，0 0 0，0 0 0 
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の健康の保持及び健康の増進Kつ とめた。

近年老令人口の著しい増大と社会意識の変化により、老人問題は社

会の関心を高め、その施策として老人医療費を支給し、適正な医療の

確保と健康保持並びに生活の安定Kつとめた。

7 0才以上の老人を対象者 とし、 理美容券を発行 し生活の安定に資

し、あわせて保健衛生の向上につと めた。



事業 名 事業の概要

生活保護者福祉対策事 、法外援護金品の支給と児童

業 |生徒のリクリェーション

児童福祉対策事業 市立百草台保育園

位置、日野市百草 1002 

番地の 4
借地(日本住宅公団)

1. 74 2.1 9 nf 
鉄筋コンクリート平家建

6 6 6.5 nf 
開設予定

昭和 51年 5月 1日
定員 100名

2才未満児 1 9人

2 才児 1 7人

2才以上児 64人

保育室、家庭福祉員にたい

する運営費助成

年間利用人員

(保育室 929人

家庭福祉員 1 7 8人

民間保育園にたいする助成

年間延人員 8，751人

事業費

円

1 0，1 9 3，2 7 0 

1 1 5，04 8，0 0 0 

財源内訳

国庫負担金

2 5.0 1 8，0 0 0 

都負担金

1 2.5 0明o0 0 

一般財源

7ス521， 000

(内地方債

1 4， 5 0 0， 0 0 0) 

成 果

生活保護家庭及び医療扶助を受け、入院している患者K対し、夏期

・冬期の 2回、見舞金・衣類・食糧品等を贈り慰問した。また、生活

保護家庭や母子家庭の小・中学生は一般家庭の学童K比べ外出の機会

が少ないので、これらの小・中学生を対象K観光ノξスによる“みかん

狩り"を実施した。

さら V亡、都補助による特別見舞金の支給や、全小・中学生を対象に

した夏期栄養食品・学童服・運動服等の支給により、生保家庭の生活

安定と福祉の増進Kつとめた。

百草台団地地域Kは公立保育園がなかったので、未措置児童解消の

ため、公立保育園を設置し、地域の要望にこたえたっ

2 2，4 2 8，7 5 0 I 市内全域 11ケ所で保育活動をする無認可保育施設Kたいし、運営

財源内訳 |費助成を行い、保育内容の充実と児童福祉の向上をはかった。

都補助金 12，636，250 

一般財源、 引792，500

1 3，23 5，2 3 8 

--14-

市内民間 5保育 園なよ び近隣 2保育園Kたいし、市の助成要綱に基

づき助成を行い、保育内容の向上と児童福祉の増進をはかったo



事業 名 事業 の概要

学童クラプの設置

1. i薗徳学童ク ラプの設置

位置、日野市高幡 54 7 

番 地

全農クラプハウスを改修

(改修費 2，6 70，000 ) 

定員 40名

5 0年 11月 10日開設

2.豊田学童クラブの設置

位置、日野市豊田 3丁目

3 1番地の 3

元豊田出張所改修

(改修費 2，090ρ00 ) 

定員 40名

5 1年 4月 8日開設

児童遊園の設置

高幡若草ごど も広場

下回こども広場

中程久保こども広場

乳児(0才)医療費助成

事業費 成 果

4，76 0，0 0 ~ I 潤徳小学校区及び日野第 2小学校区に学童クラブを開設し、地域の

留守家庭児童の健全育成をはかり、働く婦人の要望Kこたえた。

6，5 7 0，0 0 0 I 都市化の影響による児童の遊び場不足解消のため、高幡駅前、下回

及び中程久保の 3か所に児童遊園を設置 した。

1 3，9 8 0，6 1 2 
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乳児医療費の一部を助成することにより乳児の健康向上をはかると

とも K、保護者の医療費負担の軽減Kつと めた。



果成費業事要概業事

一般市民

の

国 社会保障の充実を求められるなかで特!ζ年金制度に対する

の期待と関心は大きく、いまや年金なくして老後の生活設計を

。円

名

業事

業

金年

事

民

たてられ

ないほど国民生活のなかに深〈浸透しつつある。

市内 8グま7こ

所に国民年金説明会を開き年金制度のくわしい説明を行い加

一般 PRは市広報等に掲載して周知徹底をはかった。

入の促進

と裁定請求等の指導を行ったO

金の;趣旨20才歪l腫者並に未加入者等には勧奨通知を発送、国民皆年

にのっとり適用 K努力した。

促をはか未納者対策としては未納通知並忙電話等で催告し納付の督

り検認率は近年にない高率をなさめた。

L.ぐわし福祉年金は市広報にて PRするとともに各老人会等K出席

給権者はい説明を行うとともに裁定請求の指導を行なった。加入者受

下記のとなりである。

在

度

3月末現

48年度 5 0年

6
-
5
一%一

A
吋

門

ノ

』

一

A
斗

1 0，4 

8，4 

9 5. 

9 4 ? 

6 7 
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4 9年度

ー---------強制加入者 矢3208，705 

ス7896，51 5 者加入意任

9 O. 9 ~ら8虫6%率認検

447 337 拠出年金受給権者

2，487 2，408 福祉年金受給権者



衛 生 費



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

予防対 策事業 予防接種 2 8，4 7 0，4 5 ~ 種痘 2期 ・5期 、三種混合及びタフテリ 73期の中止があったが、

種痘、急性灰白髄炎 、ク 他の予防接種Kついては、当初の予定どなり実施 し、 伝染病予防につ

フテ リア 、三種混合 (百 とめたほか、インフノレエン ザ、日 本脳炎の予防接種を各幼 ・保育園及

日せき 、タフ テ リア 、破 び学校で実施 し流行性疫病の防止Kつとめた。

傷風 )日 本脳炎、インブ

ノレ エン ザ

健 康 合回-g; 理 9，97 4，7 9 0 ιぷ 字 予防を 目的と して心犠病、胃ガ ン、子宮ガン検診を実施。

また、 結核予防法に基づ き、結核検診を実施 し、 潜在患者の早期発見

につと めたほか乳幼児検診 として誕生日健康診査を新たに実施、その

他母子保健向上 のため乳幼児、妊産婦を対象K週 2回の相談、新生児

家庭訪問で年間延 3，80 0人相談を受け、乳幼児の健全なる発育 K努

力した。

休 日救急医療 5，8 0 0，0 0 0 休祭 日及び夜間 の救急医療体制が社会問題忙な ってい る現在、 医師

会の協力 Vてよる救急医療の役割は大き く、 市民が安心して生活できる

ょう つ とめ てい る。

環境衛生事業 そ族昆虫駆除 1 4，84 9，4 3 6 

i 
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事 業 名 事 業 の 概 マ百ヨ苔ミ

公害対策事業 公害監視

(1 )工場排水中の重金属の分

析

(2)使用重油中のいなう分の

分析

緑 化 事 業| 樹木及び樹林のみどりの

登録

苗木草花の配布

日野市の植生調書の作成

百閣の設置

事 業 費

円

5 3 5，6 0 0 

7 8，0 0 0 

9 7 5，0 0 0 

1， 099，000 

4，0 0 0，0 0 0 
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成 果

2 6工場を調査し、排水管理Kついて指導を行なった。

工場排水の分析結果によると、規制基準を越えた工場が 7施設あった

が、いずれも改善勧告を行ない、処理施設の設置、改善、あるいは現

施設の維持管理の徹底等の回答を得るO

工場 16、指定作業所 12、条例対象外 11、計 39施設の重油を

分析した結果、条例対象の施設全部が規制基準を下回る数値を示した

が、対象外施設 3施設K若干高い数値をみたので、この施設K対し、

低いなう燃料使用の要請を行なった。

市内 Uてまだ残されている樹木及び樹林の所有者 14 1件の登録を得、

保全緑地の拡大Kつとめた。

ヒメリンゴ、花カイドウ、プラタナス、エングュ、ユリノキ、カシ、

ヤナギ、ドウダンツツジ、イヌツグ、ネズミモチ、マサキ、サクラ、

キョウチクトウ、サツキ、クノレメツツジ、ポッサ菊、葉ポタン、デー

ジ一、パンク一等 13， 7 5 6本の苗木、草花を公共施設及び一般市民

K配布し、市内の緑化推進につとめた。

市内各地域に生育する植生の厳密な記録、分析作業Kより植物群落

を正確K記録した「日 野市現存植生図Jとこの植生図を解読す ること

によって「日野市潜在植生図」を作成した。

これらの植生調査は、市内の自然環境の総合的評価と環境保全問題

忙対処するうえで今後大きな手がかりとなるものである。

今年度は市営苗唱 5カ所、 5，1 0 5 nlを新たに設置し、樹木草花の

生産育成面積を拡大した。



事 業 名 事業の概要

環境 美 化事 業 除草

美化活動の助成

ダストボックスの設置 |設置地域

し尿処理施設整備事業

多摩平、旭が丘、日野台

平山住宅、新井、石田

七生福祉園

脱水機改良

消化槽加温ボイラー改良

事業 費

円

3，374，372 

1， 5 6 0，0 0 0 

1 4，4 7 6，8 0 0 

1 3，5 0 0，0 0 0 

成 果

市内 250ケ所 1 3 4，9 7 4. 8 8 nfの雑草地の除草を行ない、市中の

環境美化に寄与した。

市内を 13地区K分け、各地内ごとに町内清掃及び、大がかりな浅

川河川敷の清掃を行ない、市はこれに補助金を交付し助成した。

生ごみは、従来市民の負担によるポリ容器で収集を行なってきたが、

路上、空地など Kポリ容器、ビニーノレ袋等が多数出きれ犬や猫など!疋

容器がたなされるなど美観、衛生面からも好ましくなL、。

このため 50年度より 3ヶ年計画でダストボックス K変更すること

にし今年度は 696個を設置した。

これにより美観はもとより収集作業能力の向上が図られた。

昭和 43年増設以来使用してきた真空脱水機及びその補機が腐蝕の

財源内訳 |ため年間相当の修理費をかけてきたが、いまや修理K耐えられな¥-.:1犬態忙な

都補助金 |ってきた。当工事により設置された遠心分離機 Kよって汚泥処理能力

3，40 0，0 0 0 Iがアップし汚泥凝集剤が不要となったため維持管理費が安価になり、

起 債 呪80 0，0 0 0 Iまた機器の運転管理も容易 Kなった。

一般財源 3 0 0，0 0 0 

5，5 0 0，0 0 0 I 昭和 38年忙設置されたボイラーには手動ノζーナーが取付けられて

なり安全装置が全くなく事故発生の恐れがあるため、全自動ノξーナー

化の改良工事を行なった。

これ忙よりポイラーの運転管理が自動制御化され安全性を著し〈高

めた。
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事 業 名 事業の概要 事

ガス管改修

エンジンポンプ購入

ショベノレローダー購入

業 費

円
1 8，5 0 0，0 0 0 

成 果

昭和 43年に施工きれた消化槽発生ガス管が内部より腐蝕し、ガス

洩れが各所K発生し火災の危険があるため急きょ改修工事を行なった。

発生ガス中にイオウ分が含まれているため金属管でなくピニーノレラ

イニング鋼管を使用した。

2，3 6 0，0 0 0 I し尿処理施設には大小あわせて 28ク所の汚水槽があり、内部K沈

1， 89引000 I澱した土砂等を定期的K清掃しているがこの作業は汚水処理能力の低

下を防ぐため短時間で行なわなければならないっ
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それKは大容量汚水を短時間で除去出来るエンジンポンプが必要と

なった。除去きれた汚泥残澄は従来、トラック肥手積みで搬出してい

たがジョベノレローダーの購入Kより作業能力がはるかKアップされた。

また、当施設が河川敷であるため台風雨等Kより河川水位が増すと場

内K逆流することがあり、この場合の排水作業にもエンジンポンプが

有効である O

.._ 



、
FL↑句句

‘.E
 

一l，、為喝，4『

f芳 {重力 費



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

労働金庫預託金 1 3，0 0 0，0 0円0 労働者の団体が行なう福利共済活動のために金融の円滑をはかり、

その健全な発達の促進につとめた。
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農 業費



事 業 名

日野市生産緑地保全奨

励事業

日野市生産緑地保全育

成事業

大規模生産緑地保全育

成事業

事 業 の 概 要

生産緑地の保護

指定件数 3 3 1件

指定面積 1 1虫 3lα

筆 数 1 963筆

施設野菜生産の推進

生産緑地の保護育成

野菜 ろえα

植木 O.8!La

農業用水路維持管理 |各用水組合同ける用水維

持管理のための事業費補助

事業費

円
2 6，0 3 1，8 5 0 

成 果

市内に生産緑地を所有する農家lて、生産緑地保全奨励金を交付し、

営農意欲を持続させるとともに、市民の健康的で快適な生活環境の確

保代寄与した。

4，0 0 0，0 0 0 I 市街化区域Kマッチしたビニーノレハウス裁培Lてよる読菜類生産農家

の育成をはかった。

5，3 3.0，0 0 0 I 一定規模を有する農用地を生産緑地K指定し、当該地域内K農業

近代化施設等の導入をはかり都民生活に直結する生鮮食品の供給及び

緑地保全をはかるととも K、あわせて都市と調和した農業経営の安定

的発展Kつとめた。

3，99 9，9 8 3 I 生活排水及び雨水路化している現在の農業用水の管理が農業
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者の手にゆだねられるところから市内 8用水組合K対し、資材費、借

上料、労務費を対象として補助金を交付し、農業用水路の維持整備に

つとめた。



商工費



名業事 果事 業の概要 事業 費 成

商工振興対策事業 中小企業事業資金融資あっ 1 日 o0，0口市 市内中小企業者の事業を育成し振興をはかるため、金融機関代預託

した預託金を基金 として事業資金のあっせんを実施 した。 特lて今年度

より不況の長期化Kより、経営が苦しくなっている中小企業者に対し

緊急K必要な資金をあっせんする制度を加えたこと忙より、融資あっ

せん事業を始めて以来最も多いあっせん申込があった。

産業まつり商工展事業 1， 3 0 0，0 0 0 

消費生活モニター 4 5 5，0 0 0 

せん

市内の産業生産物の実態を市内外K紹介し、併せて生産技術の改良

品質の向上、消費の開拓をはかるとともに、即売会を実施し、一般市

民の理解K供することを目的として、実施した。今回初めて七生地区

の高幡不動尊境内 K会場を設営し、 79業者が参加、 5日間の会期に

延約 6万人の人が会場を訪れ盛大K行なわれたことは当事業の目的を

ほぼ達成できた。

消費生活対策事業 市民から消費者行政K対する意見、要望、苦情等を収集し市政に反

映させるとともに「賢い消費者」づぐりを目的として、モニタ-4 0 

名を委嘱し、同モニターの協力を得て、市内の生活必需品の価格調査

を毎月行い、その結果を広報紙上に発表して市民の消費生活の参考:"~'C 

供した。

不用品即売 事業 1 8 2，0 0 0 6月及び 10月に本事業実施の結果、市内の消費者団体その他の協

力者より衣類から雑貨類Kいたるまで延 2，9 3 5点の出品があり、多

ぐの消費者Kこの機会が利用され、不用品の有効利用が図られるとと

もに、物価対策Kも大いに効果があった。

生鮮食料品産地直送事業 2，400，000 市民K安〈新鮮な食料品を提供し、消費生活の安定K資することを

目的として、市内の小売団体の協力を得て、流通機構の短縮によるコ

スト・ダウンの実現をはかった。食肉は毎月 1回実施し、安売り率は

平均 26.5%、鮮魚は年間 13回実施し、安売り率は平均 28. 3 %と

いう結果を得た。
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事 業 名 事業 の 概 要 事 業 費 成 果

観 光 事 業 日野 市観光まつり
円

日野市観光協会K事業委託し、第?回日野市観光まつりを開催1， 3 0 0，0 0 0 

第 1部写真コンクーノレは都内をはじめ隣接県より参加者 12 0名

募作品総数 247点を得、高幡不動尊で盛大K開催され、好評を

7こ。

. 第 2部菊花展は、日野市菊友会をはじめ、近隣 10市の菊花会

力を得て、産大に開催された。出品点数は 1，0 8 4点、観覧客数

4 5， 0 0 0人に及び当市の観光事業及び観光施設の宣伝K大いに

があった。
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舗 装 新 設 一一一一

舗 装 補 修

橋 梁 新 設 。
橋 梁 補 設 。

主三/
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用水路改修

用 水 路 維 持 一一一一一
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

道 路整備 事 業 道路改修事業 円 道路の改修、補修及び補装新設等の事業を実施したこと Kより、交

下河内 1号線 他 3件 2 4，6 2 5，0 0 0 通・輸送路の整備はもとより、住民の生活環境の保全整備をはかった。

舗装新設事業

豊田 22号線 他 9件 1 2，8 8 8，00 0 

側溝新設事業

市道小溝 1 0号線他 3件 2 1，1 3 0，0 0 0 

道路補修事業

南平 9号線 他 6件 1 4，5 9 5，0 0 0 

舗装補修事業

補助 13号 線 他 8件 1 9，1 4 5，0 0 0 

側溝補修事業

多摩平幹線 1号線他 6件 1 5，6 8 6，0 0 0 

橋梁整備事業 橋梁補修事業 橋梁を整備することにより流水及び交通の円滑化を推進するととも

一番橋伸縮継手 他 1件 1，3 3 0，0 0 0 K、災害防止をはかった。

橋梁新設事業

高 l幡地内橋梁 他 1件 9 7 .0，0 0 0 
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事 業名 事 業の概要

用水路 整 備 事 業 日野用水路補修 他 22件

失業対策事業 |多摩平第 1公園他 4カ所

公園整備事業

街路灯 整 備 事 業 |街路灯新設及び撤去新設

街路灯新設 1 4 1本

撤去新設 2 0 1本

公園整 備事業 |日野市都市計画緑ケ正公園

築造事業

事 業 費 成 果

1 8 6， 5 6 4，0 0 0 円| 都市化とともに各所忙なける宅地造成等Kより、流水機能を減退し

つつある小河川を整備し、降雨期の災害を防止するととも に、住民の

生活環境の改善をはかった。

失業者に就労の機会を与えるとともに、市民の憩いの場である公園

4，7 8 5，4 6 5 Iを整備し、自然環境の保全と社会福祉とをあわせ推進した。

前年度 Vてひきつづき街路灯新設 14 1本、撤去新設 20 1本の整備

1 2，4 8 9， 0 0 0 Iを行ない、住民の生活環境の整備を図った。

6，8 5 ~ 0 0 0 I 最近の急速な市街化の中で、市民の憩いの場である公園を築造し、

財源内訳 |自然環境の保全整備を図った。

国庫支出金

3，0 0 0，0 0 0 

一般財源 3，85 9，0 0 0 
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消' 防 費



事 業 名 事 業 の 概 要 事 フ詰~ζE 費 成 果

f角 防 事 業 71<. 防 ヨ11

円
練 3 9 8，5 4 0・ 昭和 50年 7月 6日浅川河川敷 (高幡橋 上流 右岸 )内にないて

消防団と 消防署が合同で、 出水期に備え水防工法を、雨中 、実践さな

がらの訓練を実施した。

出 初 式 751， 350 新春を飾る恒例の行事 としての 出初式が、昭和 51年 1月 11日市

立第 1小学校校庭に ないて団員 486名、 消防車両 16台の参加を得

て盛大K挙行 された。

消防操法審査会 2 8 2，0 0 0 昭和 50年 9月 7日、 第二回消防操法審査会を、東京都消防訓練所

の教官を招いて行なったO 本年は、小型動力ポンプの部 と自動車ポン

プの部に分け、小型動力ポンプ部vc1 7隊、自 動車ポンプの部 VC8隊

参加し、 日頃の訓練の成果をきそった。こ の結果、 1分団 4部 と5分

団 2部がそれぞれの部で優勝をな しとげた。

消 防 施 設 整 備 事業 防 火 水 槽設置 2，6 1 0，0 0 0 40m3の防火水槽 1基を新設 し、 有事K備 えた。

消防水利標識設置 7 2 5，0 0 0 市内 78ク所の消火栓に標識 した。

器具置場等の新築及び改修 4，1 6ス223 日野市消防団 5分団 1部の車庫の新築をはじめ、 11ケ所 の器具置

場等の改修、火の見やぐらの塗装補修を実施 し、施設の拡充整備につ

とめた。

消火 栓 設置 1 5，8 6 0，7 0 1 市内 60ク所K消火栓を設置し、地域防火設備の拡充Kつとめた。
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事業名 事業の概要

消防施設整備事業 |車輔器材整備

防災対策事業 日野新坂擁壁用地買収

宝泉寺西側水路改修

緊急避難用階段設置

事業 費

円
6，1 3 1，5 0 0 

4，9 0 0，5 0 0 

3，3 9 0，0 0 0 

3 1 5，0 0 0 
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成 果

小型動力ポンプ積載車を 4台購入し、 4分団 1部、 5分団 1部、 6

分団 2部、 8分団 1部 Vて:それぞれ配車し、消防力の拡充強化につとめ

たO

また、各分団部のホース・スコップ等の備品の整備拡充Kつとめたc

昭和 49年 7月に発生した日野新坂の定崩れK対し、そのまま放置

すると第二次災害が発生する恐れがあることから擁壁築造のため民有

地 32411fを買収し、災害防止につとめた。

毎年、梅雨時の集中豪雨ゃ台風時の大雨等になける床上、床下浸水

の被害K対処するため、水路を改修し、浸水事故防止につとめた。

東平山 1丁目 7番地先の浅川河川敷於大震災時の避難場所K指定さ

れている関係上、当該地へ通じるため伐道路的な階段を設置し、避難

路の確保につとめた。



教育費



事 業 名 事 業 の 概 要 苧~ 業 費

円
学校建設施設整備事業 日野第二小学校増築 8 6，1 5 1，0 0 0 

ー

( 4 9--5 0年度国庫債務負 財源内訳

担 ) 国庫支出金

鉄筋 コンクリート3階 3 0，8 5 2，0 0 0 

963nf 都支出金 5，443，0 0 0 

普通教室

そ の 他

5 

6 

市 債

4号80 0，0 0 0 

一般財源 5 6，0 0 0 

高幡台小学校 (公団買収)

鉄筋 コンク リート 3階

506771 

普通教室

特別教室

3 

3 

2 6，49 5，8 8 0 

財源内訳

国庫支出金

1 5，5 5 0，0 0 0 

市 債

1 0，9 0 0，0 0 0 

一般財源 4 5，8 8 0 

成 果

都市化Vてよる人口急増K伴い、児童 ・生徒の増加が著しく 、これら

社会増に対処するため、第 15小学校(仮称)新築を始め 、 5校の増

築 と、 公団買収 1校を行ない、プレハプ解消及び大規模校の解消に努

力すると共K、既設の校舎、給食室の防火戸改修、非常階段設置等K

より 、安全確保と環境の改善をはかった。

第 15小学校(仮称)新築

(50--51年度国庫債務負

担)

鉄筋 コンクリ ート4階

4，1 8 2 77l 

普通教室

特別教室

そ の 他

円

。

凋

斗

A
斗

d
l

，.

a
l

，. 

1 3 3，526，80 0 

財源内訳

国庫支出金

5 9，85 2，0 0 0 

都支出金

1 3，46 0，0 0 0 

市 債

6 0.2 0 0.0 0 0 

一般財源 1 4，8 0 0 
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
百草台小学校増築に伴う設 1 2，5 6 8，0 0 0 

計、監理料及び単独事業分 財源内訳

受託事業収入

3，1 5 2，0 0 0 

一般財源

矢41 6，0 0 0 . 

第一中学校増築 8 0，9 5 9，0 0 0 

鉄筋コンクリート 3階 財源内訳

362nl 国庫支出金

普通教室 3 2 2，1 0 4，0 0 0 

その他 3 都支出金

1 2，6 9 5，0 0 0 

地方債

45，7 0 0，0 00 

一般財源 46 0，0 0 0 

第二中学校増築 2 9， 1 1 3，8 0 0 

(50--51年度国庫債務負 財源内訳

担) 国庫支出金

鉄筋コンクリート 3階 1 6，1 1スo0 0 

6 7 1 nl 都支出金 t0 5 0，0 0 0 

普通教室 4 地方債

特別教室 1 1. 9 0 0，0 0 0 

その他 3 一般財源 4 6，80 0 
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事 業 名 事業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
七生中学校増築 9 5，0 8ス000

(49--50年度国庫債務負 財源内訳

担) 国庫支出金

鉄筋コンクリート 3階 3 1， 9 6 4，0 0 0 

1， 1 7 6 nf 都支出金

普通教室 6 8，2 3 8，0 0 0 
F・

特別教室 2 地方債

その他 2 5 4，7 0 0，0 0 0 

一般財源 1 8 5，0 0 0 

第三小学校防火設備改修 1 0，6 0 0，0 0 0 

第四小学校 他 1校 ス15 0，0 0 0 

給食室増改築

第一小学校非常階段設置 2，4 2 0，0 0 0 

平山小学校 他 1校 6，08 0，0 0 0 
eゐ

放送設備改修
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事 業名 事業の概要

学校用地取得及び造成 |第 15小学校(仮称)

事業 | 用地取得及び造成事業

児童・生徒健康増進特

別整備事業

1 4， 4 5 6. 5 4 nl 

小学校緑化整備

1，55 0本

事業費

円

64 6，3 9 3，2 7 9 

財源内訳

国庫支出金

3 8，7 4 5，0 0 0 

地方債

58 1，1 0 0，0 0 0 

一般財源

2 6，54 8，2 7 9 

1，9 0 0; 0 0 0 

財源内訳

国庫支出金

6 3 3，0 0 0 

一般財源

1， 26スo0 0 
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成 果

人口急増に伴う児童・生徒の増加に対処するため、第 15小学校

(仮称)用地を取得、造成(繰越明許事業)し、義務教育施設の整備

.充実をはかった。

学校環境緑化整備事業として、小学佼 5校(滝合小学校、南平小学

校、百草台小学校、高幡台小学校、第八小学校)VLイチョウ、ヤナギ

プラタナス、アカジア等を、1， 5 5 0本植樹し、教育環境と緑化推進

につとめたっ



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

幼稚 園 建設施設 第一幼稚園増築 5ス16 8，0 0円0 多摩平の中心K位置する第一幼稚園は、昭和 40年開園 以来、 幼児

整 カ背 事 業 鉄筋 コンクリート 1階 財源内訳 教育の充実Kつとめてきましたが 、施設が狭!訟となったため 、増築し、

一部鉄骨 3 1 7 nl 国庫支出金 幼児教育施設の整備充実Kつとめた。又日本住宅公団の立替施行Kよ

保 =円民 室 3 1 2，7 8 0，0 0 0 り、第六幼稚閣を新築し、百草、 高!幡団地地区の幼児教育の充実につ

図 三匡ヨ主 室 地方 債 とめた。

そ の イ也 5 1 0，1 0 0，0 0 0 

一般財源

1 4，2 8 8，0 0 0 

第六幼稚園新築に伴う設

計及び単独事業分 1 1， 3 0 7， 1 0 0 

財源内訳

受託事業収入

9 8 6，0 0 0 

一般財源

1 0，3 2 1， 1 0 0 

社会教 育事業 少 年 教 育 2，2 1 2，5 6 3 地域子ども会の育成……ジュニア・リーダーの養成(講習会・年間に

わたり 1 0回)、子ども会育成者講習会( 6 ---7月vr5回)、日野

市子ども会連合会とその単位団体への助成( 1 1 1万円)、子ども

スポーツ大会(市内 3会場=日子連へ委託)の推進を通して、少年

活動の活発化、自主発展をめざした。

少年キャンプ開設・・・・・・ 7月 2 2日---8月 10日まで、平山域社公園の

一隅を借用し、 1泊 2日の日程(前日の午後 1時入村、翌日午前10 

時出村)で連日開村する O 参加は 15団体、約 600名忙なよび、

、 各子ども会会員とその育成会関係者に恰好な交流機会 となり、初め

ての試みも反響が大であ った。なな、施設内容は 10人用テント 12 

張、炊事場などを仮設し、 80---100人の収容規模とした。
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事 業 名 弓宇土=ずト 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
青 年 教 コ円民 1， 6 7 5，2 0 0 勤労青年教育として文化教室(仕事 と生きがL、等のテーマで 5月~

1 2月VL2 5回)と、アコーデイオン教室(同期間、同回数)を開設

した。また、社会教育センターへ事業委託して青年講座、グノレープ活

動研究会を開設するなど、青年層の学習機会をもっ7こ。成人式典、はた

ちを祝う青年のつどいは例年どなり開催した。

成 人 教 メ円耳 4 1ス548 婦人学級(文章教室、 5月--1 1月 20回)、婦人教養講座(食生活

活を考える、 3月 4回)、ことぶき大学(年間 12回、うち野外教室

3回)のほか、新規事業としてテレピ市民セミナーを開設した。テレ

ピ市民セミナーは、 NHK放送テレピ番組の中から「日本史探訪」を

採用し、番組を視聴したのちスクーリング( 6回)に出席し、専門講

師の解説で内容を深めた。

文 イヒ 笠刀3て二 1， 5 0 0，0 0 0 華道展(1 0月 25日)でオープンし、演劇(1 1月 30日)で閉

幕した第 1 3回市民文化祭は、会場難のゆえから長期開催であったが

参加種目・人数とも K年々増加している。

文化財保護 2 6，8 7 8，5 0 2 調査活動・・・…神明上遺跡、群第V次、第百次、第四次、第四次、万蔵院

台遺跡第 E次、吹上遺跡第W次、豊田寺坂遺跡、 1 5小建設地・・・…

の言十 8地点にわたって埋蔵文化財発掘を実施した。

普及活動……前年度調査の坂西横穴墓群発掘調査報告書をはじめ、上

記調査報告書、及び“日野市の文化財"を刊行した。遺跡調査事務

所を設置した。
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

家 庭 教 育
円

家庭教育通信講座…… 2才以上の未就学児童の家庭へ、家庭教育の学

5，1 0 2，9 0 0 習教材を定期的にダイレクトメーノレで発送し、この届ける社会教育

の一方通行の補完的講座としてスクーリングを 5会場で延べ 1 0回

開いた。

家庭教育学級……小・中学校全校へ委託(P T A )開設し、各校独自

のプログラムのもと K、母親たちの生涯教育の一環として、年々そ

の成果が高まっている。

家庭教育相談……相談相手もなく、情報化社会の中で他との比較で悩

んでいる未就学児をもっ家庭K対し、ななむね月 1回、第二土曜日

の午後、専門スタップをまねいて開設した。相談事例は総数 5 7件

内容は言語関係の 16件、しつけ全般の 18件等であった。

幼児の親子教室…… 3. 4才児と、その親を対象忙 40組を公募し、 5

泊 4日のサマースクーノレを含む延べ 12日間の日程で開設した O 集

団生活の中での個々の行動を重視し、その追求と指導を骨子とする

ものであり、当年度の新規事業として成果をあげた。

公民館活動 1， 1 7ス370 ペーパー・フラワー教室、書道教室、囲碁教室、ギター教室、映画会

成人教室、着付教室、レコード・コンサート、料理教室、ベン習字教室、

パン・フラワ一教室、七宝焼教室等を実施し、市民の学習意欲に対応し

た各種教室を開設したO

新規事業の障害者青年学級は、「日野市障害者問題を考える会」へ委託

し、障害をもっ青年と一般青年とが互いK交流しあい、強い意志と体

力づぐりを目的に年間スケグューノレにもとづき、料理教室、生物講座

社会見学、移動教室 などち 青年ボランティアの協力を得て学習した。
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
移動図書館車の購入 6，8 2 5，00 0 移動図書館として、広〈市民から親しまれ、貸出冊数忙ないて、も

っとも多〈の実績を持ち、市民サーピスと文化の向上K貢献じてきた

移動図書館車も、老朽化が著しいため、新規に 1台を購入し、図書貸

出体制の整備充実をはかった。

保健体育事業 学.校開放の充実 6，203，330 市立小・中学校の校庭とプーノレ、中学校の体育館の全校施設を一般

市民、幼児、児童、生徒にいたる市民の利用できる施設として提供し

た。

開放校Kは、管理員を完全に配置し管理体制の確立、安全の確保、

各種スポーツ教室の実施K努め、スポーツ人口の底辺拡大と地域スポ

ーツ振興を促進し学校開放の充実を図った。
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事 名 果業 事業 の概要 業事 費 成

教育振興、私費負担軽

減事業

小学校 5年生の移動教室

歴 史

食物、生物の見学

4泊 2日

3，4 3 4，8 0 0 

円
学童の社会的視野をひろげ、また集団生活、団体行動を通して人格

形成をはかることを目的とする校外夜業として、 1日泊 2日の日程で

実施し、保護者負担の軽減をはかるため、市費で 1人当り 1，5 0 0円

を負担した。

学校名|在籍者|参加数|表加率!引率| 実施月日 | 実 施場所I -I-LI'HI1=l I ~-IJI-l凱|一 l教員数 I /'- IJ~JJ 1-1 I 

|人|人 I ~h I 人 I .1 r:1 r-rt I-t..... ¥. I 
小 |15611A194111016月 5 日(木~ ~ 1油 膏|I  1LuI '.....1 I IUI__ 6月 6日(令)I 1同 且

ィ、 1 1371 1361 99.3 1 0 岩井海岸

一一

11 

四
一
五

1 7 4 1 1 7 1 1 9 8.3 

1301 1291 9呪2

181117619ス2

---L-
ノ、 1931188197.4 

潤徳小 1 2 1 2 1 2 0 8 1 9 8.1 

平山小 I 1 4 6 I 1 4 3 I 9 8.0 

七 小 1 731 7119ス3

八小 1 1 6 3 1 1 6 1 1 9 8.8 

百草台小 nu 
n
U
 

門

U
凋

a'
nγ 7

J
 

n
y
 

づ
/

滝合小 1 1831175~ 
高幡台小 1 981 97199.。
南平小 11001 9719スD

l合 計 |2005l1959!?ス7

ヲ月 22日(月) I 
1|~9月23日(火)I富士緑の休暇村

81;即 7日∞|
~1 0月28日(火)

21 
5月19日(月LI

~5月20日(火)

21 
5月 20日(火~ _~ I 1--5月21日(水)I 
6月 6日(金) I 

2|~6月 7日(土)I鎌 倉 市

91 
5月16 日(金~ ~ 1 ~5月17日(土) 1

富士緑の休暇村

6月 5日(木) I 
51-- 6月 6日(令)I鎌倉市

1 0 I 1 ~月 20 日(月)
UI--1 0月22日(火)

51 
9月18日(木)

~9月19日(令)I 
7月 1日(火) I 

~7月 2日(水)I富士緑の休暇村

71 
肋 1 日( 日~ ) I

本栖湖青少年ス
~5月12日(月) ポーツセンタ-

7 I 6月 2日(月) I ~ r v.3.. ~ J....J...-[JOJ...J-J.. 7 
1 

__ 

6月 5日(川|富士緑の休暇村 i
130し///)///i

4 9年度Kなける参加率 9ス1%から、 9スアヲも K増加した。

一'4O~ 



事 業 名 事 業 の 概 ;2主4、、 事 業 費 成 果

円
1人当り 2，5 0 0円を市費で負担し、保護者負担の軽減をはかった。小学校 6年生の修学旅行兼 5，2 2スo0 0 

移動教室 在 籍 参 加 引率

2 YI白 5 日
日 司霊 学校名

児童数 児童数
参加率 教員数

一 1 2 7 9 Z 7 8 
第 一 班

四 1 3 0 8 

7月 5日(土)
五 1 4 9 147 9 8.7 1 0 

百草台小 5 7 5 7 1 0 0.0 5 

7月 7日(月)
南平小 6 6 6 

一 1 3 3 1 3 1 ヲ8.7 8 
第二班 一

7月 7日(月)
平山小 1 0 6 8 

八 1 3 3 1 3 3 1 0 0.0 8 

7月 ?日(水)
滝合小 1 5 2 1 4 9 98.0 1 0 

高幡台小 6 2 6 

一 1 2 7 1 2 3 I 9 6.9 1 0 一
第 二班

ームー 2 0 1 9 8. 1 1 2 ノ¥

7月 9日(水)
潤徳小 1 8 1 177 ヲヱ 8 1 2 

7月11日(金)
+， I 5 8-' 5 8 I ~口口口|

計 1 1 4校い， 692い， 666198.5 l22_~J 

上記の通り 98.5 %の参加率であった。

t 
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事 業 名 事業 の概要 事 業 費

中学校 2年生の移動教室

2 ~白 3 日

円

4，5 7 0，4 0 0 

中学佼 3年生の修学旅行 3，3 5 6，3 1 9 下記の通り実施し、参加率はヲ呪 4~らであった。

2 泊 5 日 保護者負担軽減のため、一人当り 2，50 0円の負担をした。

学校名|在生徒数籍 参生徒数加 参加率
引率 期 日 場所教員数

中| 295 2少。 98.3 1 7 
6月 1日(日) 尽 都

-- 6月 3日(火) ヌ弓てZ 良

一中| 31 8 I 1 8 
ヲ月 20日(土)

11 

-- 9月22日(月)

七生中| 262 I 1 4 
6月15日(日)

都島
-- 6月17日(火

コ中| 1 89 I 1 2 
9月20日(土)

尽ヌ弓.;、
都

-- 9月22日(日) 良

四中 I195 I 1 94 | 琵京都琶奈湖良

言十 11，260 
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事 業 費 果名 事 業 の概要 業事 成

入学、卒業記念品の贈呈
円

ス18 4，3 6 0 教育費の保護者負担軽減のため に、 学用品等を公安 で負担し、私費

の解消 につとめた。

項目|区介!品 1人あた
り金 額 金 額

4ヤ

名 対象校

入

学 |小学校

記

ぷト
I ~\ 

ロ
ロロ

一小、二小、 三小

きんすうセット|四小、六小、八小

百小、南小

830 2，382，1 00 

ハーモニカ|五小、 潤小、 平小

そ の 他|七小、 滝小、 高小

新 クラウ
中学校 I:_ -_ / _-. "" I 全

英和 辞 典
校 .1. 1 8 5 I 2，1 33，0 0 0 

卒ま!小学校|新選国語辞典! 全

業引中学校!皮製ペンケース| 全

校 8 6 9 I 1，5 5 5，5 1 0 

校 825 Iい 13，75o I 

通学 費補 助 6，3 2 0，7 50 学校が遠距離 (1. 5 km以上)(fCある た伐電車、パスを利用 しなけれ

ばならない児童・生徒を対象代 、交通費を全額負担 し、私費負担の解

消につとめた。

小学校

中学校

2，9 3 3，1 1 0 

3，38ス640

孟~I 児童生徒数 金 額

3 1 5 3 7 8，4 9 0 

潤 先11主Iこの 1，5 7 4 1， 6 1 1， 7 9 0 

入 1 1 4 3 5 1， -j 2 0 

中 1 22 7 5 1，5 2 0 

七 生 中 1， 8 6 1 2，6 3 6，1 2 0 
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事 業名 成 果事業 の概要 事 業 貨

円

1， 0 0 0，0 0 0 I 児 童 ・生徒の科学K対する興味を伸ばし、学習意欲の高揚と学習環

境の充実Kつとめた。

科学センタ一

日野地区の小学校を 2ブ

ロック lて分け科学研究を

行なう。当番校は毎年変
北部科学センター 南部科学センター

る。
¥------
センター長 ニ井知夫

五小

1 4人

3 4人

1 9回

一小 5名二小 4名

三小 5名五小?名
学校別

児 童 数
六小 7名七小 1名

滝合小 5名

手代木和夫

高橋台小

1 3 ノヘ、

一
名一〆。

人

一

回

一

四

名

1

9

一
名

2

3

1

一
9

小

小

台

徳

草
潤

百

高|橋台小 4名

南平小 3名平山小 4名

八小 3名

-44-



国民健康保険特別会計



事 業

政 策

名

減税

事業の概要

日野市国民健康保険条例第

1 7条の 2Vc:よる低所得者

層の保険税軽減標準の維持

徴収率の向上|国民健康保険税の滞納繰越

分の徴収

事業 費

円。
(国民健康保険法K規

定する国庫負担金Kよ

り、特別調整交付金と

して全額交 付 さ れ ゐ )

。

-45-

成 果

納税義務者及びその世帯K属する被保険者の所得の合算額が、一定

額以下の場合の均等割 、平等割の減額は、市条例第 17条の 2第 1項

第 1号及び第 2号中地方税法施行令の改正により、 1人Kっき 1 1万

円を 13万円 K改正したので、下記准移Kより低所得者の救済制度を

維持し得た。

年度 6割 軽 減 4割軽減 メ口入 言十 特月l_m調整交付金

世帯 人 世帯 人 世帯 円
1， 1 5 9 436 1，7 0 6 1，047 2，8 6 5 1，8 6 0，0 0 0 

49 732 1， 375 392 1，53 3 1， 1 2 4 2，908 1， 9 8 5，0 0 0 

5 0 925 1， 776 441 1， 7 0 0 1，3 6 6 3，476 2，4 2 0，0 0 0 

税の滞納繰越分について 49年度は他市よりはるかに上回る成果を

得たところであるが、下表のとなり、さらにそれをしのぐものとなっ

Tこ。

滞納繰越分収納率 5年間の比較

年度 調定額

48 ス296，780円

49 

I 5 0 1 2，9 9 9，5 7 0 

東京都下 35市町村の収納率平均

4 8年度 5 0.8% 

4 9年度 4呪8%

5 0年度 46.8% 

収 納 額

5，3 0 9， 3 7 0円

8，8 6 0，5 3 0 

1 1， 6 9 7， 6 3 0 

当市

第 2位 72.5%

第 1位 86.4%

第 1位 89.5%

収納率

7 2.5% 

86.4 

8呪 5

--ーーー守.c



事 業 名 事業 の 概 要 事 業 費 成 果

高額療養費補助 4 5，0 0 0，0 0 0円 近代医学の発達に伴い、疾病には十分な科学的治療が4 よ

うになった一方、被保険者は、医療費の高負担を余儀な Tこ。

しかし被保険者の医療費負担を軽減する目的で昭和 48 1 

高額療養費制度が発足し、昭和 50年 10月には法律化: 険

者負担は、ー疾病ー医療機関で 1ク月 5万円を超えるこ。 つ

Tこ。

このよう K経済的Kも不安なく十分な治療がうけられ;

被保険者負担が軽減されることとなった。

高額療養費支給状況

年度 件 数 高額療養費支給額

4 8 5 6件 1，2 0 5，2 2 9円

4 9 996 2 2，1 3 3，7 0 6円

5 0 1 665 43，938，528円

ふ一一一一一一一一一 一一L一一一一一一一」一 一一一一一一一一一一 ( 
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都市計画事業特別会計



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

神明上土地区画整理事 1， 3 3 2，5 7虫37 i{ 2 6 6，5 0矢31 4 
円

工事は 27件実施し、区画街略(巾員 4--8机)を延長 1，6 30m、

業 舗装工事を 7216 i{、敷地工事 を 95 2 0 nl、水路改修 ・管渠俊諜

を 227抗、 擁壁工事を 11 3 4悦施工した。

補償事業は、 385件実施し、そのうち家屋等の移転は 34棟実施

しずこo
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下水道事業特別会計



事 ぎを
フKこ 名

多摩平下水処理場

脱水機室嵩上工事

多摩平下水処理場

テノレハ工 事

t 

事業 の概要

脱水機室鉄骨解体

8 0.0 nl 

脱水機室鉄骨組立

1 2 O. 0 nl 

スチーノレサッシ設置

2. 0ヶ所

H=  5.0汎

テノレハ( ) 
w= 6.0机

1. 0基

1七吊まき上げ機

1. 0台

日野新坂下樋管設置|樋管本体工(2. omx 2. 3祝

工 事 I 2連ボックスs=22.0 m 

翼壁工、 水吸床版工、 補助

グート室、堤防護岸工、低

水護岸工、十字ブロック工、

門扉及び管理橋工、防護柵

工、用水路工

神明上都市下水路工事 |管布設工

⑨ 2 4 0 0仰

s = 1 8 4. 0机

事 業 費

円
1， 7 9 5，0 0 0 

9 2 0，0 0 0 

7 1， 5 0 0，0 0 0 

アス 78史956
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成 果

多摩平下水処理場内脱水機室の屋根が低 く、日常の汚泥処理作業K

支障をきたしていたが、本年度脱水機室の嵩上工事を施工し、これら

の解消につとめた。

多摩平下水処理場の汚水搬 出は、搬出車を常時置いて搬出していた

が、これでは効率が悪く搬出費も高いため搬出者をダス トボック スK

変え、これの吊下げKテノレハ工事 を施工し、汚泥搬出費の低下、搬出

作業の改善Kつ とめた。

日野新坂下団地外排水工事K併せて、日 野市公共下水道計画に基づ

〈多摩川第 2排水区約 11 4ねの雨水等のすみやかな排除を行うため、

これらの一部樋管設置工事を実施した。

日野市公共下水道計画に基づき、約 200ね の雨水等のすみやかな

排除を行うため、これらの一部の幹線工事を実施した。



受託水道事業特別会計



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
受託水道 事業 配水管布設 1 2 5， 7 0 8， 0 0 0 区画整理事業の進行K合わせ、同地域内の配水管新設工事を行ない

神明上地内配水管新設 給水を開始した。

口径 7 5% -- 200% 

延長呪 890机

三沢 72 3--南平 2丁目 6 0，71 0，0 0 0 程久保・南平丘陵地域への配水管新設により、同地域内(専用水道)

2 4番地先間配水管新設 の応援給水が可能となった。

口径 200劣 --400劣

延長1， 6 1 3. 1机

第 2武蔵野台団地配水管 引53 0，0 0 0 前年度に引続き 、配水管新設により、専用水道地域への応援給水が

新設 可能となった。

口径 1 50% --300% 

延長 42 0.3机

平山苑地内配水管新設 23，6 9 5，00 0 専用水道地域へ応援給水が可能となるよう配水管新設工事を行なっ

7こO

口径 1 0 0% --200% 

延長 99ヱ3m
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財政状況の資料



昭和 5 0 年度各会計決算総指表

歳 入表

予 算 額、 決 算 額

当初予算額 継続費及
前年度か ら繰越

別途積

会計別
び繰越事 継続費及 他会計か 立財産 市債元金 計

補 正 業費繰越 計 純歳入 歳入歳出
繰入並び繰越事

財源充当
業費繰越

計 ら繰入 びUて運 借替収入 (総歳入)
予算 額 計 額

財 源 差引残金 用

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

一般会計 11，404β96，000 . i26;401，000 i 1，531，29ス000引406，8 3 6，5 6 7 26，401，616 2 3 5，3 1 5，6 1 6 2 3 5，3 1 5，6 1 6 。 。1， 1 9 4，6 0 0，0 0 0 1 0，963，153，799 

国民健康

保険特別 9 4 4，0 0 4，0 0 0 。944ρ04ρ00 8 1 9， 1 0 4，0 4 9 。48，570，671 48，570，671 1 0 0，0 0 0，0 0 0 。 。96ス674，720

会 計

都市計画

事業特別 47ス036，000 。47ス036，000 1 9ス910，953， 。78，624，651 78，624，651 2 0 0，5 0 0，0 0 0 。
ノ。47ス035，604

会 計

下水道事

業特別 80，671， 0 0 0 。 80，671，000 1 4，51 3，4 4 9 。2，61 4，092 2，61 4，092 63，511，000 。 。 80，638，541 

~ 計
ー

受託水道

事 業 771，069，000 。771，069，000 74ス284，954 。 。 。 。 。 。74ス284，954

特別会計
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昭和 5 0 年度各会計決算総括表

歳出表

予 算 額 決 算 害責 !差額(不用額)

継続費及 継続費及 継続

会計別 当初予算額 び繰越事 び繰越事 他会計 別途積 翌年度 前年度 計 費及
計 純歳出 立財源 へ繰上 不 用 額 び繰

補正予算額
業費繰越 業費執行

ヘ繰出 へ繰入 繰越額 充 用 (総歳出) 越事

計 額 額 業費

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

一般会計 1仰 仰ι004126，40mo11，531，29ス00010，094，782，099 126，396，014 43ス932ρ00 1 81， 7 44，000 612，137，936 。11，452，992，049 78，299，965 4，986 

国民健康

保険特別 94 4，0 0 4，0 0 0 。94 4，0 0 4，0 0 0 880，324，597 。 。 。 。 。8 8 0，3 2 4，5 9 7 63，679，403 。
会 計

都市計画

事業特別 47ス036，000 。47ス036，000 316，751，167 。 。 。 。 。31 6，751， 1 67 1 60，284，833 。
メ~ 計

下水道

事業特別 80，671，000 。 80，671，000 76，419，001 。 。 。 。 o I 7 6，4 1 9，0 0 1 I 4，2 5 1， 9 9 9 ! 0 

メ~ 計

受託水道

事業特別
。771，069，000 747，284，954 。 。 。

メ75入5 計 ー
L- - J  
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昭和50年度決算状況(普通会計)

自動車取得税交付金1.1梧

税

4呪 3%

市

歳

繰入金 1.5 % 

財産収入 1.7 % (構成比)

鴨

1.2 

2.5 

2スヲ

4.2 

0.5 

1ヱ2

9‘7 

21.9 

0.7 

1 4.1 

0.1 

(決算額)

千円

1 3 3，983 

1， 898，51 8 

2，4 20，7 24 

1，07ス387

5，951 

79，556 

5ス392

1，551，807 

270，706 

3，078，1 66 

461，540 

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

出

(款)

会

務

生

生

働

業

工

木

防

育

債

歳

議

総

民

衛

労

農

商

土

消

教

公

J 
(構成比)

需

4呪3

0.5 

11.2 

7.も

1.7 

0.6 

0.4 

3.4 

0.8 

1. 1 

0.1 

1.5 

"-
国庫支出金

1 1. 2 % 

一一一一一...--!-----

1 O. 6 % 

一ーその他 1.3領

教育費

1 00.0 1 1， 035，730 

議会費 1.2省

消防費 2.5領

公債費 4.2%一一一

計メ~
J:J 2.8 

8.4 

1 0.6 

1 00.0 

(決算額)

5，536，255 

43，625 

1 2ス017 

377，314 

8，068 

55，644 

9史553

1，256，1 04 

855，721 

1 90，558 

68，51 9 

1 68，000 

31 3，940 

944，7 71 

1， 1 94，600 

1 1，23史689

市 税

地方譲与税

自動 車取得税交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

都支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

地方債

千円

(款)

入歳

計ぷ』
ロ

土 木 費

1 4.1 % 

1ス2% 

--52-' 



市町村税の徴収実績

(単位:千円)

λド iJL 調 定 済 額 収 ，入 済 額 徴 収 率

現年課税分 滞納繰越分 メ口~ 言十 現年課税分 滞納繰越分 メ口~ 計 ③ ⑨ ⑥ 
一ー X 100 一ー X100 - X 100 

③ ③ ③ ⑧ ③ ⑥ ③ ③ ③ 

ー- 主E立ヨ 通 税 5，2 2 6，6 6 5 1 1 4，925 5，341，590 5，1 26，254 7ス765 5，204，01 9 98.1 も7.7 ヲス4

法 定 立回立 通 税 5，226，665 1 1 4，925 5，341，590 5，1 26，254 77，765 5，204，01 9 I 98.1 67.7 ヲス4

(1) 市 町村 民 税 2，7 4 3，4 3 4 76，640 2，820，074 2，694，841 54，291 2，7 4史132 I 98.2 70.8 97.5 

(方個人 均 等 割 1 6，4 3 3 51 2 1 6，945 1 6，090 353 1 6，4 4 3 97.9 68.9 97.0 96.5 

(イ)所 得 割 2，1 6 1，1 6 0 6ス202 2，228，362 2，1 1 5，1 1 6 46，1 61 2，1 6 1，277 I 97刃 68.7 9ス0 96.5 

上記のうち退職所得分 1ス026 17， 026 I 17， 026 1ス026 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(坊法人均等割 2，993 81 3 3，806 2，982 709 ヲ呪6 87.2 97.0 

(こヰ注 人 税 割 562，848 8，1 1 3 570，961 560，653 ス068 56ス721 99.6 8ス1 ヲ虫4 98. 

(2) 固 定 資 産 税 2，028，1 90 35，71 3 2，063，903 1，976，952 22，573 1，999，525 97.5 63.2 96.9 97. 

ケ)純固定資産税 1，968，344 35，71 3 2，004，057 1， 91ス106 22，573 1，939，679 I ヲス4 63.2 96.8 97. 

(j)土 地 922，356 1 6，7 3 6 939，092 I 898，566 1 0，580 909，146 97.4 63.2 96.8 97. 
(jj) 家 屋 57 0，0 1 7 1 0，342 580，359 555，078 6，536 56 1，61 4 I ヲス4 63.2 96.8 97. 

ojD 償 却 資 産 475，971 8，635 484，606 463，462 5，4 57 468，91 9 ヲス4 63.2 96.8 97. 

(イ)交付金・納付金 59，846 5只846 59，846 59，846 100.0 1 00.0 1 00.0 

( j) 交 付 金 1 6，996 1 6，996 1 6，996 1 6，996 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(ji)納 付 金 42，850 42，850 42，850 42，850 I 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(3) 軽自 動 車 税 1 5，51 7 2，572 1 8，089 1 4，937 901 1 5，838 96.3 35.0 87.6 87.0 

(4) 市町村たばこ消費税 21 8，034 21 8，034 I 21 8，034 21 8，034 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(5) 電 気 税 1 58，329 1 58，329 1 58，329 1 58，329 1 00.0 1 00.0 

( 6) ガ ス 税 1 6，801 1 6，801 1 6，801 1 6，801 100.0 1 00.0 1 00.0 

(7) 鉱 産 税

(8) 木材引 取 税

(ヲ)特別土地保有税 46，360 46，360 46，360 46，360 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

ケ)保 有 分 46，360 46，360 I 46.360 100.0 1 00.0 1 00.0 

(イ)取 f尋 分

2 法定 外普通税

一 目 的 税 336，41 8 ス124 343，542 32ス733 4，503 332幻 6I 97.4 

入 湯 税

2 事 業 所 税

5 都 市 言十 画 税 336，41 8 ス124 32ス733 4，503 332，236 ヲス4 63.2 I 96.7 

(1) 土 地 23引758 5，077 244，835 233，568 3，21 0 236，7 78 97.4 63.2 I 96.7 

(2) 家 屋 96，660 2，047 98，707 94，1 65 1，293 95，4 5 8 I 97.4 63.2 I 96.7 

4 水 来リ 地 :h且;t 税

5 共 同 施 設 税

6 宅~ 地 開 発 税
ー一一ト一一一

コ旧 法 に1 よ る 税

メ口L 計 (ー~三 ) 1 22，049 5，685，1 32 ! 5，4 53，987 98.0 i 
国民健 康保険税 24史8641 1 2，999 262，864 i 23ス087 1 1，698 I 248，785 I 94.9 

国民 健康保険料
」一一一一一一一一_1-一一一一一一一一ーム一一一一一 一一一一一一..‘ 
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性質別経費の状況

歳出の状況(普通会計〉

(単位:千円)

区 分

人
一
物
一
維
一
扶

4

，
っ
ι
z
u
A
.

件 費

件
一
補
一
助

持 修

5 補助費等

内 I(1) 一昔日事務組合忙対するもの

訳 I(2) (1) 以外のもの

6 公

内山元
訳 I(2) ー

費

一

金

子

-

-

H

H

H

d

 

-

一

矛

一
還
一

一

一

金

一
償
一
入

債

一

一
借

H
H
H叶
d

-

手々
一

一
時

7 積立金

8 投資及び出資金・貸付金

9 繰出金

1 0 前年度繰上充用金

言十 (1-10) 

1 1 投 資 的経費

うち人件費 (b)

(1 )普通建設事業費

| うち単独事業 費

(2) 災害復旧 事 業 費

(3) 失業対策 事業 費

歳 出合計

!うち人件 費 (a) +(b) 

歳 出構成比例)

決算額(A)

ω一

費

一

費

七

3，276，7 5 6 

1， 41 5，996 

7ス486

1239，240 

846，7 3 9 

20，888 

825，851 

461:51 31 

436，390 

238，282 

8，606 

昭 年 度末日 5 。
左のうち臨時的なもの(B)I 

|差引経常的

1 なもの

特定財源| 恨財源 I(川)

16，870 I 1ス2145242，675

m5  ¥ 4 8，8 5 0 11， 3 6 4，5 7 1 

7ス486

左の内訳

特定財源 一般財源

2 4 2，4 0 0 13，0 0 0，2 7 3 

427，741 

7日 1
:;詞

51.567同 087

6，372 

円

JιO
J
 

に
doh 

に
dn

y
 

nu 

A
斗

門

Jι。内zd 
円

L
d
1

，，
 

1，734 51，567 

1，734 

7

一
3

一
4

3

，O

一
1

一
5

1

，O

一

0

6

一
5

;

・

4

h

-

A
斗

7
ん
一

4
h

A
斗

.

4

1

円ノ』

-
J
O

'

'

O

J

O

一A
斗 44ス6611 3，852 

436，390 422，538 1 3，852 

~ 

に
J

n

u

-

J

O

正
U

7

f

一
4
・H

Z

J

Q

U

一

円
4

0
内

6一
一

n
O
T
-
-

zd

一

円
4

一

一
円
U

一
〆
O

一

円
U

一

3
一

5
一

O

一
寸
f

一

7
I

一

n
u

一

F
O
一

6
一

1

-
z
d

一
7
r

一

一

n
u

一
円
L

一
一

一

4
h

一

ZJv

一

--，54-

決算|経常
額構|収支
成比|比率
(弼) I (梧)

特例地方
債を経常
一般財源
に加えた

経常収支

比率

(弼)

川
一
色
ー
川
「
川

52.11 50.7 

司 っι
n
u
 

1 0.0 

4.2 7.も

4.0 7.ち

0.2 0.4 

:;例示
2.2レ/レペ
/レ/

昭和 4 9 年度

左のうち経|決算額
|構成比

常一般財源 I (唖)
決算額

2，9 1 3，4 8 1 1 2，6 0 4，8 5 5 

0.2 

一hid-
…一
…

824，7 04 

1 2 5，1 49 

251，943 

54・5，49 9 

1 4，688 

25川|レ~つl~つ 25川し~l 25，1 

1刊8引引叩1，げ例，74糾41い28，936Iい川1円5別 8 レ~レ~レ~
タ721 4ι400 1 40，572し----レ----レ----，

3 1 2 3 1， 9 7 91 __ ~レ~レ/~-I

/----レ~し-----
ス初加824孔U仰，7刀7η28付I1 0 加 8 ¥ 6ω94.7 6ω01 ス初02スれ川1日50川咋中|ド卜ド1，げ，701，日仰5臼241ド印，3口25ω i 示~巾川bω叶9ペj9η川2幻54i 9刊川0ω 0 

3，21 1，川，

/~し/イレ----
/ 

三202，39れ…547I 91 5，84少し____ つ~し/ぺl----;-;~
，6551 47 5，632 1 77 山し------レ~レ~---I 11.31 

山 k /レ-------l___-----勺 0.1

/~ I~L----------l I 1 
m215¥7， 02ス15 0 ¥1， 7 0 1， 5 2 4 15，3 2 5，6 2 611 0 0.0 ¥/ぺ

1ス215h242，6731 242，4 0 0 13，000，273 i 29.7 L/，/ア|
i 6371154! 4831// 4 ζゴ

1.6シ/
061~ 

| 

35.1I ， 

807し云---1 ! 1 

Q
υ

一
J

O

η

L

O
ム

一

7
人

一

7
h ろ56，011 1 344，047 1 

55山 1 55，6471 

17削 21レ____----
6山 4レム____--，

1 75.398レ------1
‘~-、

0.4 

I 3，7 69，1 22し-------，

----------， 3，75矢455レ------
2.38仰 4し____-----

86。レ~

m
J
l
川
「
口

4虫1

1 5.5 

4.8 

8.7 1 0.3 

8.3 

3.8 

3.3 

0.5 



普通建設事業の状況(普 通 会 計 )

(単位:千円)
ー一

財 源 内 訳

区 介 決 算 額
国庫支出金 都 支 出 金 地 方 債 その他の特定財源 一 般 財 源. 

総 務 費 489，361 7 9， 5 1 8 6 5， 0 0 0 1 6 8， 0 0 0 1 7 6， 8 4 3 

民 生 費 1 9 0， 5 2 1 2 4，4 1 8 1 2， 2 0 9 3 1， 000 1 2 2， 8 9 4 

衛 生 費 6 6， 7 2 4 3，4 0 0 引 800 5 3. 5 2 4 

農 業 費 ヌ330 5，3 3 0 4，0 0 0 

土 木 費 8 6矢 564 6 1， 380 1 4， 4 9 6 2 6 4， 4 0 0 2 6 3， 5 9 4 2 6 5， 6 9 4 

消 防 費 2 3， 8 7 0 2 3， 8 7 0 

教 =円t司 費 1， 4 0 5， 5 3 9 2 7 1， 2 2 9 4 0，8 8 6 8 2 4， 4 0 0 269，024  

ムロ 計 3， 0 5 4， 9 0 9 4 3 6， 5 4 5 7 6， 3 2 1 1， 1 9 4， 6 0 0 4 3 1， 5 9 4 9 1 5， 8 4 9 

一 一一
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地方債現在高の状況(普通会計)

(単位 :千円)

昭和 49年度 昭和 50年度
昭和 5 0年度冗利 償還額 ⑬ の財源 内訳

差引現在高 ⑤の うち
⑥ の借 入 先 別内 訳

区 分 末 現在 高 発 行 額 7c 金 言十
特定 財 源

⑧ +⑧ ー⑥

③ ⑮ 。罪リ 子
⑮ 

税 等
③ 対1を積分

政 府 資金 その他

1.一般 公 共 事 業 債 27，1111 3，632 1，735 5，367 5，367 23，479 23，479 
2.一般 単 独 事 業 債 | 1 53，839 208，1 00 6，696 1 0，908 1ス604 1ス604 355，243 269，378 85，865 

3.公 営 住 宅 建 設 事業債 1 33，759 36，400 3，509 引878 1 3，387 1 3，387 166，650 166，650 
4.義 務 教育 施設整備事業 債 1，843，803 674，300 107，227 1 32，967 240，1 94 465 239，729 2，410，876 1 ，180，116 1，230，7 6 0 

5.辺地 対 策 事 業債

-------6.産 業廃棄 物処理 事業債
ト ー

--------1 ス災 害 復 |日 債

(1 )単独災害復旧 事業債 ---------1 
(7)単独災害復旧事業債 (除火災 ) -----(イ)元利補給付小災害 債

三(ウ滅 入欠かん等 債 ~ -------同火災復旧事 業 債

(2) 補助災害復旧 事 業 債

8一 般 廃 棄 物 処 理 事業債 424，759 I 呪800 43，009 27， 048 70，057 70，057 391，550 363，050 28，500 

虫厚 生福 祉 施 設 整 備事 業 債 6ス266 1 5，4 00 2，075 4，048 6，123 6，123 80，591 80，591 
1 O.公共用地先行取 取事業 債

1 1.市町村民税臨時減税補てん債

-------- ラ三二 ---------1 2.退 職 手 当 債

--------1 3.転 貸 債

--------1 4.過疎 対 策 事 業 債

--------1 5.国の予算貸付・政府関係機関貸付債

-----------------(1 ) 転 貸 1ι よ る もの /ニ/エ/ア/ --------(2) そ の 他 ------1 6.同 和 対 策 事 業 債

(1) 法第 1 0条 忙よる も の

(2) そ の 他 の も の

正-二----二----二--- ラ二二方 債 =

1 56，600 156，600 156，600 
うち 法 人 関係税 分 1 48，600 148，600 148，600 

(1 )地 財法 5 条債 | 1 56，600 
r二-二----二-J7-J  

山|づ|

156，600 
(2) 昭 和 50年度 特 例法 2条債

1 8都 道 府 県 貸 付 金 824，091 94，000 29，596 54，062 83，658 
醐，495し//////つ-1///J 

1虫そ の 他

422，558|4，475，484 | メ口~ 言十( 1 ，....， 1 9 ) 3，4 74，628 1 95，744 : 2 4 0，6 4 6 I 4 3 6，3 9 0 I 1 3，852 

|上記のうち交付公債の直轄事業負担金 !--=::::---/| 
は三巴笠ι回三日益三Qi-------! 
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地方債借入先別及び利率別現在高の状況(普通会計)

(単位:千円)

⑪ の 末日 率 7JU 内 訳

昭和49年 昭和50年 昭和50年度 差引現在高

度末現在高 度発行額 償還元金額 ④+⑤一⑥ 6.5% ヱo妬 ス5% 8. 0 % 8. 5 % 呪 0係

④ ⑤ 。 ⑤ 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 来 満 以上

1 政 府 資 金 1，58ス729 71ス000 64，865 2，239，864 1，003，4 6 4 834，700 401，700 ~ ~ 
(1 )資 金 運 用 部 886，077 341，000 1，1 75，1 94 61 6，4 9 4 395，900 162β00 ~ ζ~二/ 内

内
ケ英ィ)以 外 の も 325，600 1 4，61 8 76ス010 353，41 0 325，600 88，000 ~ 

訳 じイ)年金資金によるもの 430，049 1 5，4 00 3ス265 408，184 263，084 70，300 74，800 ~-~ 
訳 (2)簡 易 保 険 局 701，652 376，000 1 2，982 1， 064，670 386，970 438，800 238，900 ン/ンィイ

2 公営企業金融公庫

5 筒国の寸(予公算艶貸業付金融・政公府庫関を係除機く。関) 

4 市 中 銀 行 1，031，640 344，800 96，924 1，279，516 69，160 298，100 503，456 408，800 

5 その他の金融機関

6 保 険 メZ入3¥ 社

7 交 付 ~、. 債

内
(1 )直轄事業負担 金 ~ 

訳 (2)そ の 他

8 市 場 o 、 募 債

?共(恩給済組合を組含む。)合 23，4 88 -38，800 1，628 60，660 1，860 58，80-0 

1 0 外 国 債

1 1 そ の 他 831，7 71 94，000 32，327 893，444 61 6，444 94ρ00 I 1 83，000 

メ口弘、 計 (1--11) ⑪ 13川 628 1， 1 94，600 1 95，744 4，4 7 3，4 8 4 1，61 9，908 

⑪ 
証 書 正!土日色 入 介 2，422，988 811，000 98，820 3，1 35，1 68 1，619，908 9 3 0，5 6 0 I 5 8 4，7 0 0 

の 証 券発行分 |1日51.64日|抑制 l 1，338，31 6 的 160 I 298.1叶 58β日日 5日山 |4日8，8日日

lZ うち登録債 11，05ω40I 38問。 96，924 1，338，31 6 山口 I 2… 58.8日日目山 1 i山首!
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ス賃

8.報償

9. 旅

1 O. 交 際

1 1 . 需 用

1 2. 役 務

1 3. 委 託

1 4. 使用料及び賃借

15. 工

1 6. 原

事請負

材料

1 7. 公有財産購入費

1 8. イ庸 購 入 費ロ
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2 O. 扶 費助

21 貸 付金 1
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一般会計繰越明許費決算額(支出済額)

(単位:円)

J?旦土2給 料
3職 員手
.当 等

8.報償 費 9.旅 費 1 1.需用費 1 2役務費 1 4 客賃借用型料 1 5 負工事誇費 1 8. I語間 口口口

購入費
えに』I 計

予

算 519，000 82，000 3，000 1 4，1 41 28，41 9 140 1 0，000 1 2 5，7 2 0，0 0 0 24，300 1 2 6，4 0 1， 0 0 0 

額

土 木 費

決

算 51 8，500 80，850 2，4 0 0 1 4ρ00 2ス744 140 8，230 1 2 5，7 2 0，0 0 0 24，150 1 2 6，3 9 6，0 1 4 

額

L 

-60一



J 守主 算 科 目 職 貝

款 項 特 zu 職 一
1.議会費 3 0人

議 ~ 費 3 0 

2.総務費 1，0 7 8 

総務管理費 7 9 

2. 徴 税 費 3 

3. 戸雛麟台I帳費 l
4. i窒 挙 費 1 1 7 

5. 統計調査費 877 

6. 監査委員費 2 

3.民生費 1 1 5 

社会 福祉 費 9 6 

2. 児童福祉 費 1 8 

3. 生活保護 費

4衛生費 2 0 

保健衛生 費 2 0 

2. 清 掃 費

5.労働費 1 5 

失業対策 費

2. 労 働 諸 費 1 5 

6.農業費 2 0 

農 業 費 2 0 

ス商工費 3 

商 工 5 

般会計給与費 明 細 三註
医ヨ

数 給

般 職 報 問1 給 料 職員手当等 計

1 0人 5 2，7 2 0，0 0 0 19，338，925 45，246，02 1 I 1 1ス304，946

1 0 5 2，7 2 0，0 0 0 1 cえ338，925 4山~ス304.946 I 

224 1 6，5 8 2，7 0 0 411.75三910 I 459，518，114 88ス854，724

109 388.5日1212512985 2 8 8，50 1，6 5 9 5 0 1， 4 0 3，1 4 2 

5 3 5 2，5 0 0 I 90，24 2ρ33 76，21 5，267 1 6 6，5 0 9，8 0 0 I 

5 1 93，31 3，1 92 アス640，78 7 1 7 0，9 5 3，9 7 9 

5 1， 6 8 8，5 0 0 8，955，395 1 0，872，338 2 1， 5 1 6，2 3 3 I 

ろ 1山 川 01 200，000 1 3，861，200 

5 7 9 2，0 0 0 6，7 30，307 6，088，063 1 3，61 0，370 

244 スo1 0，0 0 0 35 5，8 5 0，4 7 8 2 91， 92 1， 3 7 0 6 5 4，7 8 1， 8 4 8 

6 1 3，8 7 8，0 0 0 96，969，105 80，7 01，7 2 8 1 8 1，54 8，8 3 3 

176 2，5 9 2，0 0 0 24ス498，481 201，89ヌ107 1451，989，588 

7 54 0.0 0 0 11，382，892 引320，535 21，243，4 2 7 

6 5 9 1， 0 0 0 121.79引388 1 1 1， 1 7ス442 233，06ス830

2 3 9 1， 0 0 0 4526加 1I 38，0 62，750 I 83，41 6，1 61 

4 2 76，536，977 73，11 4，692 1 4 9，65 1，6 6 9 

21， 000 1，551，643 1，252，1 31 2β24，774 

1，551，643 1，252，131 2β03，774 

21， 000 

8 4，32 6，0 0 0 1 4，4 3 9，4 04 1 2，7 7 8，946 31，544，350 

3 1，5 4 4，3 50 I 8 4.3 2 6.0 0日[ 1 4，4 39，404 1 2，778，946 

4 8 4，0 0 0 7，09日.163↑ | 1 3，41ス610

8 4，0 0 0 ス090，163 1引ス610j4 6，243，447 
. 

---61-

(単位 ;円)

共 済 額 AE才h 計

5，654，458 

5，654，458 1 22，95吹404

83，800，800 9 71， 6 5 5，5 2 4 

63，823，288 5 6 5，2 2 6，4 3 0 

9，052，873 I 1 7 5，5 6 2，6 7 3 

引35ス060 1 8 0，3 1 1， 0 3 9 

900，020 22，41 6，253 

1 3，861，200 

66ス559 14，27ス92

35，4 51， 979 690233，82 

町712，748 

24，595，205 476，584，79 

1， 1 44，026 22，3 8ス453

12，579，538 245，64ス368

4，530，054 

8，04引484 1 5ス701，153

1 56，049 2，980β23 

1 56，049 2，959，823 

1，44ス399 32，991， 749 

32，991， 749 

708，922 141265522j 1 

708，922 14，126，53 

ー一一一一一



(単位:円)

予 算 手斗 目 職 貝 数 給 与 費
/士主¥ 済 費 企にhT 計

款 項 特 1HJ 職 一 般 職 報 間H 給 料 職員手当等 計

8. 土木費 2 0 6 9 119，51ス950 103，918，350 2 2 3，4 3 6，3 0 0 1 2，1 36，649 
2 5 555 722日Y6A5引引

土木管理 費 2 7 45，658，7 94 4021 6，4 95 8 5，8 7 5，2891 4，645，343 90 

2. 道路橋 梁 費 2 6 45，092，032 38，200，4 50 83，292，482 4，61 5，8891 8ス908，37

4. 都市計画 費 2 0 1 5 28，76ス124 25，501，405 54，268，529 2，875，41 7 

5. 住 宅 費 51 8，500 80，850 599.350 599，35 

呪 消防費 5 0 1 5，792，800 5，792，800 5，792β0 

消 防 費 5 0 1 5，792，800 5，792，800 5，792β00 

1 0 教育費 228 262 24，35ス000 46ス866，500 3 68，90 5，8 1 3 861，129，313 46，795，641 90ス924，954

教育 総務費 5 2 4 1，872β00 44，627，606 3 8，7 1 3，6 7 3 I 8521 3，279 4，440，3821 

2. 学 校 費 82 139 1 4，808，000 255，81矢277 1 93，2 4 1，5 98 4 6 3，8 6 8，8 7 5 25，564，2 20 4 8 9，4 3 3，0 9 5 

3. 中 学 校 費 2 7 2 0 4，788β00 39，21 6，825 2史331，887 73，336，712 3，931，711 7ス268，423

4. 幼 稚 圏 費 1 0 3 0 1，440，000 49，975，451 38，360，91 0 8 9，7:l 6:3 6 1 5，008，023 94，784，384 
、!

5. 社 会 教育費 8 5 3 9 983，500 5ヌ880，306 52，595，986 11 3，4 5史792 6，023，468 

保健 体育費 1 9 1 0 465，500 1 8，34ス035 1 6，661，7 5 9 35，4 7 4294 1，82ス837 3ス302，131 

2にhI 計 2，030 887 1 1 0，9 8 4，5 0 0 1，5 1 9，7 2 6，8 61 140wm413日 1 98，731，435 3，2 3 0，4 8 52 8 0 

扶養手 当 4ス18 0，8 7 2 通 勤 手 当 3 4，2 8 5，2 9 0 児童手 当 7 6明o0 0 

調整手 当 1 2 6， 9 1 9， 5 6 7 時間外勤務手当 4 5，8 5ス915 期末勤勉手当 931， 87 3，935 

職員手当等の内訳

管理職手当 5 2，1 4 2，2 9 3 宿日直手 当 3，2 5 1， 1 5 0 退職手 当 10 0，95 0，5 7 5 

. 特殊勤務手当 1 0，8 0 6，7 8 7 住 居 手 当 4スo0 5，1 0 0 

ーーーーーーーーーーー目ーー-ーーーー'ーー一-ーーーーー一一一一一ーーーーーーー_，
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基金の運用状況



。 基金運用状況

地方自治法第 24 1条第 5項の規定に基づき、用品調達基金・土地開発基金および国民年金印紙調達基金の

昭和 50年度におげる運用状況について報告します。

昭和 5 1年 1 1月

日野市長 森 田 喜美男



収入額

用 品調 達基 金運用報告普

7 0， 6 2 1， 4 6 0 

内訳

支出額

前年度繰越金

払 出 回 収 金

6.72 5，8 7 2 

6 3，8 9 5，5 8 8 

6 5，5 1 1， 4 3 6 

内訳

翌年度繰越金

回転率

前年度未払金

支払額

ろ，58 1， 1 4 5 

6 1， 9 3 0，2 9 1 

現

在

金

庫

5， 1 1 0， 0 2 4 

2、419，647

1， 5 2 9， 6 7 1 未払金

(現金+在庫)一未払金二 6.0 0 0， 0 0 0 

支払額~ 6， 0 0 0， 0 0 0 == 1 O. 3 2回転

-. 6 3 --_ 

(単位:円)



1. 月別運用状況

収

執 行 額、 来 収 豆人乙¥ 

4 6，725，872 3，4 94，56 0 

5 1ス13 5，4 7 5 2，1 0 5，3 1 2 

1 9，2 6 5，4 1 7 2，5 0ス290

7 2 4，86 6，3 4 5 21， 980 

8 2ス11 5，9 3 1 5ス612

9 2呪386，5 56 。
1 0 3 3，38 1， 5 2 3 1 7 8，7 9 5 

1 1 3 6，4 3 1， 1 6 7 9 6ス099

1 2 4 2，2 63，2 7 5 4 7ス241

4 6，0 8 8，4 2 8 1， 561， 772 

2 5 8，8 0 9，0 6 1 1，2 7 4，24 0 

3 7 0， 6 2 1， 4 6 0 I 。

2. 年度末における基金の状況
「

収

執行額 未収金

i 7 0， 6 2 1， 4 6 0 o I 2， 4 1 9， 6 4 7 

用

入

在

cl 
司口

庫

2，7 7 4，63 9 

2，94 1， 6 6 8 

3，48ス671

3，38 0，948 

3，37 5，637 

2，5 0 0，0 7 0 

2，6 4 0，5 5 8 

2，4 2 6，7 7 6 

2，3 3 5，4 8 1 

2，2 6 0，4 4 2 

2，3 1 3，2 8 4 

2，4 1呪647

合計

7 3，0 4 1， 1 0 7 

言周 連基金返事， 用 状 ;兄

Zに才A 計

1 2，9 9 5，0 7 1 

2 2，1 8 2，4 5 5 

2 5，2 6 0，3 7 8 

2 8，2 6 9，27 3 

3 0，5 4 9，1 8 0 

31， 88 6，62 6 

3 6，2 0 0，8 7 6 

3 9，8 2 5，0 4 2 

45，0 7 5，997 

4矢91 0，64 2 

62，3 96，585 

7 3，0 4 1， 10 7 

(単位 :円)

支 出
現 金

執 行 額 未 払 金 ム仁才 三RLl 

4，4 5ス675 2，5 3ス396 6，995，071 2，2 6 8，1 9 7 

1 2，65 5，6 2 9 3，52 6，8 2 6 1 6，1 8 2，4 5 5 4，4 7 9，84 6 

1 8，0 1 5，3 0 1 1， 2 4 5，0 7 7 1 9，2 6 0，3 7 8 

2 1，7 8 6，9 8 7 4 8 2，2 8 6 2 2，2 6 9，27 3 3，0 7 9，3 5 8 

2 3，24 8，8 7 6 1，3 0 0，3 0 4 2 4，5 4 9，1 8 0 ろ，86ス055

2 5，4 0 3，2 7 9 4 8 3，34 7 25，886，626 3，983，277 

2 9，5 5 0，0 2 9 6 5 0，8 4 7 3 0，2 0 0，8 7 6 3，8 3 1，4 9 4 

3 2，9 45，938 879，104 3 3，8 2 5，0 42 3，48 5，2 2 9 

38，925，966 1 5 0，0 3 1 3 9， 0 7 5，9 9 7 3，3 3ス309

4 1， 1 6 5，4 1 8 2，7 45，224 4 3，9 1 0，6 4 2 4，923，010 

5 2，7 1 3.3 2 0 3，683，265 5 6.3 96，585 6，0 95，74 1 

6 5，5 1 0，4 3 0 1， 5 2 9， 6 7 1 6スo4 0，1 0 1 5，1 1 1， 0 3 0 I 

在庫

王監金

2，4 1呪647 基金 6，00 0，0 0 0 
)ー( ) = 1， 0 0 6 徐乗I幽

5，1 1 1， 0 3 0 未払金 1， 5 2 9， 6 7 1 

支出 i 
------j 現金

執行額|未払金 |合 計!余剰金|過不足|

1 41 

ζ の表は、 余剰金 1， 0 0 6円を 3月 31日に一般会計へ 繰出 し済のものです。
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昭和 5 0 年 度 過 不足調書

(単位:円)

口口口 名 規 格 単位 数 量 単 価 金 額 口口口 名 規 格 |単位 | 数 量 |単 金 額 |
ー.

|紙 テー フ クニtピ~ ム21 輪 コ. ム 箱 ム88 ム8
'..，;也.. 

感 光 紙 B 5 H 袋 ム31 5 タ ワ シ 中 f国 2 4 0 ム80 
間

-一一一

イ ン キ
青謄写用

缶
ホー ス

390 軍 手 双 100 

鉛 筆
HB消 ゴ

打 225 225 
ム付

電 池 f国 4 

黒 板 拭 大

1 2 5 一一~δtf1L 18 22 5 0 一一fi 

原 紙 3耗方眼
|箱 |

1， 8 2 0 

石 け ん イヒ 粧 /1 2 5 6 112 

罫 紙 B 5 洋 冊 5 1 0 0 ム50 0 

金 紙 枚 5 1 7 8 5 モッブ 頭 240劣 枚 105 105 

-・ー' 一一一一

サイ ン ペン 黒、 油性 本 2 4 5 ム90 賞 状用紙 B 4 /1 1デ 3 0 ム51 

ース タンプ 台 |青

トー一ーーーー時一ー一一一_.-・ー

個 249 /ミ 249 封 筒|大 東 1 2 

セロテープ |24劣 巻 6 1 3 6 ム81 6 

-・戸_..._....... 

zにhI 計|
蛇 目クリッ プ 中 個 2 0 1 8.5 0 370 ※ いずれも台帳登記数と在庫数 との比較 であるつ

一

糊 チュープ入 11 3 2 7 ム81 

"'"。ーーノ、。ー一
A 4 1劣 冊 1 1 0 ム11 0 

フ アイ ノレ 相I 枚 2 3 2 ム64 

綴 込用 紙 B 5 Sわ) 組 6 2 9 

マ ジッ ク
赤 本

ク
1 5 4 2 630 

イ ン

"'" 。 ン 軸 11 6 5 ム65 

直 定 規 30 cm 5 6 6 1 .9 8 

ー鴫ー・ム

…6 5 ~ 



土地開発募金港用状況
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!司民年金印紙調達基金運用状況報告書

1. 総括表 昭和 5 1年 3月 3 1日現在

金

， 

一

1 0，000，000 円

4 9年度印紙

繰 越 金
641， 610 2参照

印紙購入執行
-一一

状 況
2 2 1，7 3 0，0 0 0 ろ参照

印紙売捌執行

状 況
2 1 5，1 1 1， 420 /1 

(前年度印紙繰越金+印紙購

印 紙残額 ス260，190 
入執行状況)一印紙売捌執行
状況
(641，61 0+221，7 3 0，000)一
215，111，420 

2，739，81 0 
|基金の額一印紙残額

残

1 0，000，000ース260，190 

2. 昭和 49年度基金繰越額

基 金 の 額 印紙

ー
1 0，0 0 0，0 0 0円 641， 610円

• 

-'-67-

3. 執行状況(月別)

月 印紙購入状況 印紙売捌状況

4 ろい山口円| 3 9，0 2 5，4 2 0 

5 1 9， 6 1 0，0 0 0 1 9，25 8，3 5 0 

6 1 8，0 0 0，0 0 0 

7 2 0，0 0 0，0 0 0 1 8，4 6 8，5 2 0 

8 9，0 0 0，0 0 0 4，4 2 1， 9 0 0 

9 8，0 0 0，0 0 0 1 3，5 9ス600

。 1 8，5 0 0，0 0 0 1 9，0 1 8，0 0てl
9，0 2 0，0 0 0 4，5 3ス800

2 3 3，0 0 0，0 0 0 3 2，5 7 1， 1 0 0 

1 8，0 0 0，0 0 0 1 8，1 1 2，9 0 0 
ー

2 スo0 0，0 0 0 8，82 6，6 0 0 

5 2 3，0 0 0，0 0 0 2 1， 0 8そ700

A 
仁才 21引 11， 420 I 計 221， 730‘000 

4. 昭和 50年度基金残 (昭和 51年度繰越分)

I
l
J
i
l
l
 

一円
-
n
U
 

額
一

o
-
n
U
 

の
一
以

-
n
u
 

金
一

o
幽

，
-
n
u
 

基
一
4
l

印紙!

ス26 0， 1 9 0円 l
現金 | 

2，7 3 9，8 1 0円|

印紙残内訳

一 ー

印紙種類 印紙枚数 金 額

1 0円白紙 1 7 9枚 1， 790円
ーー.

100 276 2ス600

1， 1 0 0 7 8 8 5，8 0 0 

5，000 353 1， 7 6 5，0 0 0 

1 0，0 0 0 538 5，3 8 0，0 0 0 

之ELI 計 1， 424 ス260，1901

5. 回転率 2 2 0 1 7 3回転

印紙購入執行状況÷基金の額

2 2 1， 7 3 0，0 0 0円-:- 1 0，0 0 0，0 0 0円
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庁 舎建設募金運用 状 況

(単位:千円)

決算年度中増減額

前年度末現在高 決算年度末現在

積立額 とりくずし額

3 2引 96 2 1 9 0，8 2 6 3 5 2， 7 8 8 

高
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